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20180615 委員会・チューター会報告

■日時：6月15日（金）18:30～20:30
■場所：関西学院大学梅田キャンパス1004教室
■参加者：OB …今井会長、川添、藤田、日上、河崎、現役 …玉田（法3）
■議題

１．名簿作成について

＊作成作業のとりまとめを河崎委員が行う

＊本年9月発行（発送）を目標とする
＊HPに掲載し、パスワード付で閲覧できるようにしてはどうか
＊必要とする会員には印刷したものを郵送する

２．新人募集について

＊クライミング体験会を開催する

・これまでも開催したが、参加者との接触がその場限りとなってい

るので、継続的に接触し、参加者に山岳部をアピールする方法を

考える

⇒ 少なくとも“参加者名簿”を用意しておき、住所、氏名、電話

番号、アドレス、所属学部等の情報の記載を求めてはどうか

⇒ OBの参加可能スケジュールを把握・調整する
＊前項を踏まえ、山岳部アピール用の資料を作る

・山岳部の活動（年間の合宿･山行、部会、普段の練習･研修メニュ

ー等）を写真や文章で説明するA4版１～2頁のリーフレットを作
成する

・OBの活躍なども含めた5～10分程度の映像資料（Promotion
Video: PV）を作成してはどうか
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・上記を、クライミング体験会の参加者に配布する／視聴してもら

う／ツイッター・HPに掲載（Link）する
＊ポスターをすべての学部掲示板、第4･第5別館掲示板等に貼る（三
田キャンパスも）

＊ツイッター、HPに活動の情報をできるだけ早くupする
＊クライミングウォールに看板を設置する

・ラミネート加工した「体育会山岳部新人募集中」の梯子状垂れ幕

を、トップロープ設置用細引きにぶら下げていたが、一昨夏の台

風による汚損のため撤去

・耐久性のある看板を設置する（掲示情報を更新できるのが望まし

い

・大学近隣の看板屋で見積りを取る（担当：川添委員）

３．クライミングウォールの使用およびWV部の使用について
▽現状

（1）大学（スポーツ文化課）としての位置づけは、「体育施設」で
はなく、「課外活動施設」である（設置時のスポーツ文化課の説

明）

＊「体育施設」と「課外活動施設」の違いについては明確な説明な

し（以下は推測）

・体育施設 … ①正課体育授業、②学校行事、③体育会、④その

他課外活動団体の順に優先的に使用できるもので、共用のグラ

ウンド、体育館などが該当

・課外活動施設 … 体育会や文化総部各部が優先的に使用でき、

一般学生の使用は想定されていない施設・設備で、野球部のピ

ッチングマシン、ラグビー部のタックルマシンなどが該当（武
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道系各部の道場、サッカー場、野球場なども？）

（2）当分の間、大学は山岳部OBの監督下においてのみ山岳部員の
使用を認める

・クライミングウォール設置時、山岳部在籍部員はクライミングウ

ォール使用の技術を習得していない新入生のみであったための措

置である

・スポーツ文化課に提出した山岳部OB名簿に記載されたOBのみが
クライミングウォール場の鍵を借り出せる。借り出し時に身分証

等の呈示が必要

・設置後２年余が経過したが、上記の状態は継続中である

（3）WV部OBや部員から使用したいとの希望が山岳会およびスポー
ツ文化課に寄せられている

▽今後に向けて

＊山岳部員の使用について

（1）現役のみでの使用の早期実現を図る
・現役部員に呈示済みの条件（別紙１参照）をクリヤできるよう指

導する

・笹倉コーチの指導を仰ぐ

・大学側に、設定した条件とそれを現役部員がクリヤしたことを説

明する必要がある

＊WV部の使用について
（1）基本方針 … 山岳部が優先的に使用するとの条件でWV部の使

用も認める方向で、今後WV部と交渉を進める（本年度山岳会総
会にて決議）

（2）今井会長、藤田委員がWV部OBと面談する
（3）具体的に想定される共用方法
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・一定期間（週／月）ごとに山岳部の使用スケジュールをWV部に
呈示し、山岳部が使用しない時間帯であればWV部の使用を認め
る、など

（4）使用を許可する一定の条件が必要（大学から求められる）と予
想される（別紙２参照）

４．体育会監督会について

＊大学への登録は、監督は大橋チューターとなっているが、転居後、

監督会からの連絡が届かない状況になっているため改善を図る

＊6/23（土）関西学院大学神学生会館にて開催される監督会には、藤
田委員が出席する（大橋仕事で出席不可のため）

５．山岳会東京支部について

＊6/27（水）に今井会長が上京し、関東在住OBと面談する
＊100周年記念事業の１つである海外登山隊派遣の計画推進を依頼す
る予定である

６．100周年記念事業について
＊特定目的寄附（スポーツ支援募金）の制度（大学所管は校友課）を

利用して寄付を募ることを検討する

＊可能であれば本年度会費請求時に同時に依頼する

７．チューター会

＊6/9(土)～10(日)の「比良山行」の報告
＊6/23(土)～24(日)実施予定の「立山雪上訓練山行」の検討・許可

以上（文責：日上）


